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平
成
十
四
年
十
月
、
「
隠
岐
島
後
町
村
合

併
協
議
会
」
が
発
足
し
て
か
ら
丸
二
年
、
そ

の
前
身
で
あ
る
「
島
後
町
村
合
併
研
究
協
議

会
」
発
足
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
と
三
年
二
ヶ
月

を
経
て
、
平
成
十
六
年
十
月
一
日
、
新
町
隠

岐
の
島
町
が
誕
生
し
ま
し
た
。
�

　
開
庁
式
は
十
月
一
日
朝
、
隠
岐
の
島
町
役

場
本
所
前
（
旧
西
郷
町
役
場
）
で
行
わ
れ
、

旧
四
町
村
関
係
者
、
報
道
関
係
者
ら
が
見
守

る
中
、
藤
田
町
長
職
務
執
行
者
の
式
辞
、
椋

木
隠
岐
支
庁
長
の
祝
辞
や
「
隠
岐
の
島
町
役

場
」
の
新
し
い
町
名
銘
板
の
序
幕
、
旧
四
町

村
長
と
隠
岐
支
庁
長
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

な
ど
を
催
し
、
新
町
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
�

　
こ
の
日
、
島
後
は
合
併
に
よ
っ
て
一
つ
に

な
り
ま
し
た
が
、
む
し
ろ
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

さ
れ
る
の
は
小
さ
な
単
位
で
の
団
結
力
、
地

域
（
じ
げ
）
の
力
と
い
う
も
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
地
域
の
小
さ
な
団
結
の
輪
が
重

な
り
あ
い
、
や
が
て
は
島
後
の
島
影
を
覆
う

大
き
な
輪
を
描
く
―
―
―
平
成
十
六
年
十
月

一
日
は
そ
の
新
し
い
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た

記
念
す
べ
き
日
で
あ
っ
た
と
、
後
に
振
り
返

れ
る
よ
う
願
い
ま
す
。
�

　
五
十
年
、
百
年
と
歴
史
を
刻
ん
だ
西
郷
町
・

布
施
村
・
五
箇
村
・
都
万
村
の
閉
町
・
閉
村

式
が
、
住
民
の
皆
様
と
と
も
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
町
名
、
村
名
は
な
く
な
る

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
名
は
通
称
と
し

て
ず
っ
と
ず
っ
と
呼
び
続
け
ら
れ
、
親
し
ま

れ
て
い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
が
隠
岐
の
島
を
担
う
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
を
も
っ
て
、
住
民
一
体
と
な
っ
て

「
隠
岐
の
島
町
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
閉
町
・
村
式
の
様
子
で
す
。
�

���　
古
来
か
ら
、
隠
岐
の
島
の
玄
関
と
し
て
栄

え
て
来
た
町
、
西
郷
地
域
の
も
つ
使
命
は
、

今
も
こ
れ
か
ら
も
変
わ
る
こ
と
な
く
、
隠
岐

島
後
の
中
心
地
と
し
て
活
性
化
を
進
め
る
こ

と
に
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
�

　
数
え
で
百
一
歳
、
昨
年
百
周
年
を
祝
い
、

こ
の
度
、
閉
村
式
を
迎
え
ま
し
た
。
都
万
村

は
、
津
戸
村
、
油
井
村
、
都
万
村
、
那
久
村

が
、
明
治
三
十
七
年
に
合
併
を
し
て
で
き
た

村
で
す
。
そ
こ
に
佇
む
と
、
心
を
い
や
し
、

励
ま
し
を
く
れ
る
壇
鏡
の
滝
を
は
じ
め
、
数
々

の
自
然
や
文
化
遺
産
が
、
都
万
地
域
に
お
い

て
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
隠
岐
の
島
町
に

と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
宝
で
す
。
�

新町長選挙まで町長職務に当たる藤田勲

町長職務執行者。「これまでの四町村の

住民の方々は、旧四町村それぞれが連綿

と培った歴史と名誉を損なうことなく、

私たちは共に手を携え、新町構築への創

意をダイナミックに掲げていかなくては

なりません。」などと式辞を述べました。�

｜
島
後
四
町
村
閉
町
・
閉
村
式
｜
�

九
月
二
十
五
日
　
西
郷
町
閉
町
式
�

九
月
十
二
日
　
布
施
村
閉
村
式
�

九
月
二
十
三
日
　
五
箇
村
閉
村
式
�

九
月
二
十
三
日
　
都
万
村
閉
村
式
�

閉村式には、村の功労者の方々が多く駆けつけました� 写真展を開催し、布施村100年の歴史を振り返りました。�かわいらしい楽隊が100周年を祝いました�

旧４町村長、隠岐支庁長によるテープカットの様子。左から椋木隠岐支庁長、春木旧都万村長、�
藤田隠岐の島町長職務執行者（旧五箇村長）、松田旧西郷町長、安部旧布施村長。�

　
遠
流
の
島
と
し
て
中
央
か
ら
の
文
化
人
達

の
配
流
で
、
隠
岐
に
は
、
今
な
お
伝
統
芸
能

は
数
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
文

化
遺
産
、
ま
た
島
全
体
が
国
立
公
園
で
あ
る

こ
と
の
意
義
を
再
認
識
し
、
自
然
を
守
り
な
�

が
ら
活
用
を
深
め
、
隠
岐
の
島
町
の
更
な
る
�

発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
�

��������������　
布
施
村
と
し
て
百
年
築
い
て
き
た
歴
史
は
、

布
施
村
の
自
然
林
の
木
々
ら
と
と
も
に
、
刻

ま
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
布
施
地
域
も
そ

の
木
々
の
よ
う
に
、
こ
の
先
も
年
輪
を
重
ね

て
、
す
ば
ら
し
い
隠
岐
の
島
町
の
一
角
と
な

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
�

西郷町町歌を歌って名残を惜しみました�

　
明
治
三
十
七
年
、
小
さ
い
村
が
た
く
さ

ん
合
併
し
、
五
箇
村
と
し
て
誕
生
し
て
百
年
。

そ
の
村
制
百
年
を
祝
う
と
と
も
に
、
五
箇

村
と
い
う
名
称
に
お
別
れ
を
し
ま
し
た
。

五
箇
村
と
い
う
名
は
な
く
な
っ
て
も
、
五

箇
村
と
し
て
築
い
て
き
た
歴
史
や
文
化
は
�

こ
れ
か
ら
の
隠
岐
の
島
の
大
切
な
宝
で
あ

る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
�

23�
�
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九
月
二
十
七
日
、
西
郷
町
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
第
三
十
一
回
隠
岐
島
後
町

村
合
併
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
合
併

前
に
調
整
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
職
員
の

身
分
の
取
扱
い
な
ど
四
件
の
調
整
内
容
や
、

協
議
会
廃
止
の
件
に
つ
い
て
順
次
報
告
さ
れ

ま
し
た
。
�

　
ま
た
、
九
月
末
日
を
も
っ
て
合
併
協
議
会

は
廃
止
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
回
の
会
議
が

最
後
と
な
り
、
閉
会
に
あ
た
っ
て
松
田
会
長

か
ら
協
議
会
委
員
や
関
係
者
に
対
し
て
の
御

礼
と
、
新
町
の
発
展
を
祈
念
し
た
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。
�

　
第
三
十
一
回
協
議
会
で
報
告
さ
れ
た
調
整

内
容
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。
�

※
　
報
告
事
項
�

◎
 
一
般
職
の
職
員
の
身
分
の
取
扱
い

　
　
　
に
つ
い
て
（
協
定
項
目
９
）
�

　
一
般
職
の
職
員
は
全
て
新
町
の
職
員
と
し

て
引
き
継
が
れ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
回
は
職
員
の
職
名
や
給
与
制
度
に
つ

い
て
調
整
さ
れ
た
内
容
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
�

�

・
職
名
に
つ
い
て
�

　
新
町
で
は
新
た
に
参
事
、
支
所
長
の
職
が

で
き
、
都
万
村
に
あ
っ
た
主
査
（
課
長
補
佐

級
）
の
職
名
は
、
廃
止
さ
れ
ま
す
。
�

�������������・
給
与
制
度
に
つ
い
て
�

　
給
料
表
は
現
行
の
と
お
り
行
政
職
は
８
級

制
、
技
能
労
務
職
は
６
級
制
、
医
療
職
は
４

級
制
と
な
り
ま
す
。
�

　
初
任
給
の
格
付
け
は
、
行
政
職
は
１
級
３

号
（
高
校
卒
１
３
８，

８
０
０
円
）
、
技
能

労
務
職
は
１
級
６
号
（
高
校
卒
１
３
６，

０

０
０
円
）
、
医
療
職
は
医
師
免
許
取
得
者
が

２
級
13
号
（
４
５
６，

１
０
０
円
）
と
調
整

さ
れ
ま
し
た
。
�

　
管
理
職
手
当
な
ど
の
各
種
手
当
に
つ
い
て

も
今
回
の
合
併
を
期
に
調
整
さ
れ
た
内
容
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。
�

◎
　
特
別
職
の
身
分
の
取
扱
い
に
つ
い

　
　
て
（
協
定
項
目
11
）
�

　
特
別
職
の
う
ち
、
行
政
委
員
会
や
、
条
例

で
定
め
る
各
種
委
員
の
報
酬
に
つ
い
て
報
告

さ
れ
ま
し
た
。
�

・
教
育
委
員
会
�

　
委
員
長
　
　
月
額
２
５，

４
０
０
円
�

　
委
員
　
　
　
月
額
２
１，

９
０
０
円
�

・
選
挙
管
理
委
員
会
�

　
委
員
長
　
　
日
額
　
７，

６
０
０
円
�

　
委
員
　
　
　
日
額
　
６，

３
０
０
円
�

・
監
査
委
員
�

　
識
見
者
　
　
日
額
　
９，

７
０
０
円
�

　
議
員
　
　
　
日
額
　
８，

０
０
０
円
�

・
農
業
委
員
会
�

　
会
長
　
　
年
額
１
２
６，

０
０
０
円
�

　
会
長
代
理
及
び
部
会
長
�

　
　
　
　
　
年
額
１
１
５，

０
０
０
円
�

　
部
会
長
代
理
�

　
　
　
　
　
年
額
１
０
９，

２
０
０
円
�

　
部
会
委
員
�

　
　
　
　
　
年
額
１
０
３，

４
０
０
円
�

　
そ
の
他
の
委
員
�

　
　
在
任
す
る
委
員
は
、
平
成
十
七
年
七
月

　
ま
で
の
期
間
は
従
来
の
各
町
村
の
報
酬
額

　
を
適
用
。
新
町
で
新
た
に
選
任
さ
れ
た
委

　
員
は
年
額
３
４，

５
０
０
円
。
�

・
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
�

　
委
員
長
　
　
日
額
　
６，

４
０
０
円
�

　
委
員
　
　
　
日
額
　
６，

２
０
０
円
�

・
嘱
託
員
　
　
月
額
　
２，

４
０
０
円
�

　
　
　
及
び
　
年
額
で
一
世
帯
あ
た
り
�

　
　
　
　
　
　
２，

３
０
０
円
を
加
算
�

・
選
挙
関
係
�

　
選
挙
長
、
開
票
管
理
者
�

　
　
　
　
　
　
日
額
１
０，

７
０
０
円
�

　
開
票
立
会
人
、
選
挙
立
会
人
�

　
　
　
　
　
　
日
額
　
８，

９
０
０
円
�

　
投
票
管
理
者
�

　
　
投
票
当
日
　
　
１
２，

７
０
０
円
�

　
　
期
日
前
投
票
　
１
１，

２
０
０
円
�

　
投
票
立
会
人
�

　
　
投
票
当
日
　
　
１
０，

８
０
０
円
�

　
　
期
日
前
投
票
　
　
９，

６
０
０
円
�

・
交
通
指
導
員
�

　
　
　
　
　
　
月
額
　
７，

７
０
０
円
�

・
そ
の
他
の
審
議
会
、
委
員
会
の
委
員
�

　
　
　
　
　
　
日
額
　
６，

２
０
０
円
�

�

◎
　
条
例
、
規
則
等
の
取
扱
い
に
つ
い

　
　
て
（
協
定
項
目
12
）
�

　
新
町
発
足
時
に
町
長
職
務
執
行
者
に
よ
っ

て
専
決
処
分
さ
れ
、
即
時
制
定
を
予
定
す
る

条
例
本
数
が
２
０
５
本
あ
る
こ
と
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
（
第
三
十
回
協
議
会
で
報
告
さ

れ
た
２
２
０
本
の
訂
正
報
告
）
�

　
な
お
、
新
町
で
は
、
こ
の
即
時
制
定
さ
れ

る
条
例
の
ほ
か
に
、
従
来
各
町
村
で
行
わ
れ

て
い
た
地
域
独
自
の
施
策
を
引
き
続
き
行
う

た
め
、
既
存
の
条
例
を
適
用
す
る
暫
定
条
例

も
併
せ
て
施
行
さ
れ
ま
す
。
暫
定
条
例
は
新

町
に
お
い
て
全
域
に
適
用
す
る
か
ど
う
か
政

策
的
判
断
を
要
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
�

�������������

◎
　
社
会
教
育
事
業
に
つ
い
て
（
協
定

　
　
項
目
22
―
27
）
�

　
社
会
教
育
施
設
の
使
用
料
の
減
免
等
に
つ

い
て
各
町
村
、
各
施
設
に
お
い
て
異
な
っ
て

い
た
も
の
が
合
併
を
期
に
次
の
と
お
り
調
整

さ
れ
ま
し
た
。
�

　
ま
た
、
公
民
館
分
館
長
の
取
扱
い
に
つ
い

て
は
、
町
村
の
対
応
が
異
な
り
、
慎
重
な
調

整
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
新
町
に
お
い

て
も
引
き
続
き
検
討
を
重
ね
る
こ
と
と
な
り
、

当
面
の
対
応
策
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
�

�・
減
免
に
つ
い
て
�

　
「
免
除
対
象
者
」
�

①
　
町
、
教
育
委
員
会
、
教
育
文
化
振
興
財

　
　
団
が
主
催
、
共
催
し
て
行
う
事
業
に
利
 

 

 

　
　
用
す
る
と
き
�

②
　
町
内
に
所
在
す
る
保
育
所
、
幼
稚
園
及

　
　
び
小
中
学
校
が
利
用
す
る
と
き
�

③
　
体
育
協
会
が
行
う
事
業
に
利
用
す
る
と

　
　
き
�

④
　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
等
が
利
用
す
る
と
き
�

　
「
１
／
２
の
減
額
対
象
者
」
�

①
　
町
、
教
育
委
員
会
、
教
育
文
化
振
興
財

　
　
団
が
後
援
し
て
行
う
事
業
に
利
用
す
る

　
　
と
き
�

②
　
高
校
、
養
護
学
校
等
が
利
用
す
る
と
き
�

③
　
社
会
教
育
団
体
が
利
用
す
る
と
き
�

④
　
地
方
公
共
団
体
及
び
公
共
的
団
体
等
が

　
　
公
益
上
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
業
で
利

　
　
用
す
る
と
き
�

　
※
営
利
目
的
で
利
用
す
る
場
合
に
は
使
用

　
　
料
の
減
額
及
び
免
除
は
し
な
い
。
�

�・
分
館
長
の
賃
金
、
報
酬
並
び
に

　
身
分
に
つ
い
て
�

　
分
館
長
の
身
分
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
は

非
常
勤
職
員
と
し
、
新
町
に
お
い
て
公
民
館
・

分
館
の
制
度
、
及
び
分
館
長
の
身
分
に
つ
い

て
も
再
度
検
討
す
る
。
新
制
度
が
確
立
す
る

ま
で
は
職
務
に
応
じ
た
手
当
て
を
支
給
す
る
。
�

�・
社
会
体
育
施
設
の
管
理
運
営
業

　
務
等
に
つ
い
て
�

　
屋
内
施
設
の
開
館
時
間
は
午
前
八
時
三
十

分
か
ら
午
後
十
時
ま
で
を
原
則
と
し
、
月
曜

日
は
午
後
五
時
ま
で
と
す
る
。
�

　
休
館
日
は
十
二
月
二
十
九
日
か
ら
翌
年
一

月
三
日
ま
で
と
す
る
。
�

�・
公
民
館
管
理
運
営
業
務
に
つ
い

　
て
�

　
開
館
時
間
は
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後

五
時
ま
で
と
し
、
休
館
日
は
土
曜
日
・
日
曜

日
、
国
民
の
休
日
と
十
二
月
二
十
九
日
か
ら

翌
年
一
月
三
日
ま
で
と
す
る
。
�

　
施
設
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
公
民
館
そ
の

も
の
の
施
設
で
な
い
こ
と
か
ら
、
西
郷
公
民

館
は
隠
岐
島
文
化
会
館
、
布
施
公
民
館
は
他

の
施
設
の
使
用
料
に
準
じ
て
対
応
し
、
五
箇

公
民
館
は
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
都
万
公
民

館
は
高
田
会
館
の
そ
れ
ぞ
れ
の
使
用
料
を
適

用
す
る
。
�

�◇
協
議
会
の
廃
止
に
つ
い
て
�

　
平
成
十
四
年
十
月
に
設
置
さ
れ
た
隠
岐
島

後
町
村
合
併
協
議
会
は
、
新
町
「
隠
岐
の
島

町
」
が
十
月
一
日
に
誕
生
す
る
こ
と
に
な
り
、

各
町
村
の
議
会
議
決
に
よ
り
九
月
末
日
を
も

っ
て
廃
止
さ
れ
る
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
�

���【
お
知
ら
せ
】
�

　
「
隠
岐
の
島
町
」
で
は
合
併
推
進
室
を
設

置
し
、
町
村
合
併
に
つ
い
て
、
住
民
の
皆
様

か
ら
の
お
問
い
合
わ
せ
に
対
応
い
た
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
�

　
　
　
　
　
電
話
２
―
８
５
７
０
（
直
通
）
�

�
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数
年
前
か
ら
月
に
一
度
、
静
和
園
に
入
所
さ
れ
て
い
る

方
々
が
図
書
館
を
利
用
し
に
来
ら
れ
て
い
ま
す
。
�

　
毎
回
、
静
和
園
の
職
員
の
方
に
つ
き
そ
わ
れ
て
、
２
・

３
人
の
方
が
来
館
さ
れ
ま
す
が
、
中
に
は
大
変
読
書
好
き

の
方
が
お
ら
れ
て
、
た
く
さ
ん
の
本
を
借
り
て
帰
ら
れ
ま

す
。
�

　
そ
の
方
か

ら
お
手
紙
を

い
た
だ
き
ま

し
た
の
で
ご

紹
介
し
ま
す
。
�

�●
人
間
関
係
づ
く
り
を
学
ぶ
一
冊
　

▼
い
の
ち
に
ふ
れ
る
授
業
�

　
　
　
　
　
　
　
高
塚
人
志
／
著
　
　
小
学
館
�

����������　
ク
ラ
ス
の
仲
間
の
前
で
「
素
」
に
な
れ

ず
、
心
を
開
い
て
関
わ
ろ
う
と
し
な
い
子

ど
も
た
ち
・
・
・
。
平
成
８
年
か
ら
８
年

間
行
っ
た
、
鳥
取
県
立
赤
碕
高
校
で
日
本

で
も
珍
し
い
継
続
的
に
人
間
関
係
づ
く
り

を
学
ぶ
「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
指
導
授
業
」

の
取
組
み
を
紹
介
。
�

�●
音
が
あ
ふ
れ
る
一
冊
�

　
▼
お
へ
や
の
な
か
の
お
と
の
ほ
ん
�

　
　
　
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
ワ
イ
ズ
・
ブ
ラ
ウ
ン
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
る
ぷ
出
版
�

���������　
か
ぜ
を
ひ
い
て
ね
て
い
る
、
子
犬
の
マ

フ
ィ
ン
。
り
ょ
う
め
を
と
じ
て
、
じ
っ
と

耳
を
そ
ば
だ
て
る
と
、
お
う
ち
の
な
か
の
、

い
ろ
ん
な
音
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。
そ

れ
は
、
ど
ん
な
音
か
な
？
そ
し
て
だ
れ
か

が
か
い
だ
ん
を
あ
が
っ
て
く
る
お
と
が
し

て
・
・
・
。
�

★国際児童図書評議会（Ｊ
ＢＢＹ）が主催するリレー
講演会をこのたび西郷中学
校で開催することとなりま
した。日時は１１月４日
（木）１４時１５分で、対
象は中高生です。講師の先
生は「魔女の宅急便」の著
者で知られる角野栄子さん
です。ぜひご参加ください。�
�
★１１月６・７日の両日、
図書館で古本市を開きます。
もし、ご自宅に不用になっ
た本がありましたら当日ま
でに図書館までお持ちくだ
さい。�
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あ
た
た
か
い
お
手
紙
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
�

し
た
。
私
た
ち
も
皆
様
に
会
え
る
の
を
楽
し
み
�

に
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
ご
利
�

用
く
だ
さ
い
。
�

　
八
月
八
日(

日)

心
配
し
て
い
た
台
風
が
去
り
快
晴
の
な

か
立
木
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
キ
ャ
ン
プ
場
で
日
本
語
教
室
『
あ

い
う
え
お
』
の
会
員
と
地
域
の
方
々
と
の
交
流
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
を
大
人
二
十
八
名
、
子
ど
も
九
名
の
参
加
に
よ
り
賑

や
か
に
行
い
ま
し
た
。
�

　
当
日
は
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル

ー
プ
で
野
菜
切
り
、
火
お
こ
し
、
サ
ザ
エ
ご
飯
炊
き
、
子

守
り
の
四
つ
の
担
当
に
別
れ
準
備
か
ら
全
員
で
し
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
男
性
も
野
菜
を
切
り
ご
飯
を
炊
き
奮
闘
し
ま
し

た
。
食
後
に
は
ス
イ
カ
割
り
を
行
い
、
お
見
事
！
の
一
撃

も
あ
り
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
�

������������　
と
て
も
楽
し
い
夏
の
思
い
出
が
で
き
ま
し
た
。
次
回
は

ク
リ
ス
マ
ス
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
参
加

し
て
一
緒
に
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
！
�

☆
あ
い
う
え
お
今
後
の
予
定
☆
�

・
毎
週
月
曜
日
午
後
１
時
半
よ
り
�

　
　
日
本
語
教
室
活
動
�

・
十
一
月
六
日(

日)

文
化
祭
一
日
目
�

　
　
本
場
中
国
の
水
ギ
ョ
ウ
ザ
と
ワ
ン
タ
ン
、
�

　
　
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
お
菓
子
販
売
�

・
十
一
月
二
十
八
日(

日)

�

　
　
日
本
語
交
流
活
動
の
た
め
の
研
修
会
�

・
十
二
月
�

　
　
交
流
ク
リ
ス
マ
ス
会
�

　
詳
細
は
公
民
館
ニ
ュ
ー
ス
等
の
広
報
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
毎
週
開
催
の
教
室
は
見
学
自
由

で
す
。
気
軽
に
覗
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。
�

�　
　
　
　
　
　
　
　
＊
問
合
せ
先
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
郷
町
公
民
館
（
２
‐
０
２
３
７
）
�

�
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全
国
的
に
も
少
な
い
共
同
設
置
の

教
育
委
員
会
が
終
わ
る
�

�　
隠
岐
島
後
教
育
委
員
会
は
昭
和
四
十
三
年

七
月
一
日
に
西
郷
町
、
布
施
村
、
五
箇
村
、

都
万
村
の
四
か
町
村
の
教
育
委
員
会
を
統
合

し
て
、
共
同
設
置
方
式
に
よ
り
発
足
致
し
ま

し
た
。
�

　
四
か
町
村
統
合
の
先
取
り
と
し
て
、
ま
た

教
育
委
員
会
の
活
性
化
を
図
る
目
的
か
ら
全

国
的
に
も
数
少
な
い
試
み
と
し
て
ス
タ
ー
ト

し
三
十
五
年
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。
�

　
今
回
の
隠
岐
の
島
町
の
合
併
に
あ
た
り
、

九
月
三
十
日
の
午
後
五
時
か
ら
総
合
体
育
館

の
玄
関
に
設
置
し
て
い
た
「
隠
岐
島
後
教
育

委
員
会
」
の
看
板
を
五
人
の
教
育
委
員
に
よ

り
下
ろ
し
ま
し
た
。
�

　
十
月
一
日
、
役
場
会
議
室
に
お
い
て
、
隠

岐
の
島
町
長
職
務
執
行
者
藤
田
勲
・
旧
五
箇

村
長
か
ら
、
永
海
千
春
、
大
西
茂
雄
、
奥
林

俊
光
、
野
津
茂
美
、
木
瀬
一
郎
の
各
氏
に
教

育
委
員
の
辞
令
が
交
付
さ
れ
、
午
前
十
時
三

十
分
か
ら
、
総
合
体
育
館
の
玄
関
に
新
し
い

「
隠
岐
の
島
町
教
育
委
員
会
」
の
看
板
を
設

置
致
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
第
一
回
の
教

育
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
委
員
長
に
永
海
千

春
、
職
務
代
理
者
に
大
西
茂
雄
、
教
育
長
に

木
瀬
一
郎
を
選
任
し
併
せ
て
関
係
規
則
を
承

認
致
し
ま
し
た
。
尚
、
教
育
委
員
の
任
期
は

新
町
長
が
誕
生
し
、
そ
の
後
開
催
さ
れ
る
初

議
会
の
最
終
日
ま
で
で
、
新
た
な
教
育
委
員

は
新
町
長
が
選
任
し
議
会
の
同
意
を
得
た
上

で
教
育
委
員
会
を
開
催
し
委
員
長
、
教
育
長

な
ど
が
決
ま
り
ま
す
。
�

�

隠
岐
の
島
町
教
育
委
員
会
が
ス
タ
ー
ト
�

隠
岐
の
島
町
教
育
委
員
会
が
ス
タ
ー
ト
�新しい看板を設置する教育委員�

エリザベスから一言

Hello, my name is Elizabeth Shum. I am from 

Ottawa, Canada. I arrived in Oki on September 2. It's

a very beautiful island.The people here have been 

nothing but friendly and helpful. I look forward to

getting to know Oki and its residents better.

（こんにちは！私はエリザベス・シャームです。カナ�

ダのオタワ出身です。９月２日に隠岐にやってきまし�

た。とても美しい島ですね。この島の人たちはみなさ�

ん気さくで親切な人ばかり。隠岐の島のこと、島民の�

みなさんのことを知っていくのがとっても楽しみです。）�

中学校英語授業の補助
を行うＡＬＴ（外国語
指導助手）としてエリ
ザベス・シャームさん
（カナダ・オタワ出身）
が９月から島後の学校
を訪問していますので
紹介します。町で見か
けた時は、声をかけて
下さい。�

　
新
町
の
教
育
委
員
会
に
生

ま
れ
変
わ
る
こ
と
に
伴
い
、

島
後
の
教
育
振
興
の
更
な
る

発
展
を
願
っ
て
「
隠
岐
島
後

教
育
振
興
大
会
」
が
九
月
十

八
日
に
隠
岐
島
文
化
会
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
島
根
看
護
短
期
大
学
の
瀬

戸
武
司
学
長
に
「
知
識
社
会

化
の
中
で
の
ふ
る
さ
と
教
育
」

と
題
し
て
記
念
講
演
を
頂
き

ま
し
た
。
瀬
戸
先
生
は
「
こ

れ
か
ら
求
め
ら
れ
る
基
礎
力

は
コ
メ
ン
ト
力
、
段
取
り
力
、

適
応
力
が
必
要
で
あ
り
、
国

語
力
が
人
間
の
能
力
を
構
成

す
る
」
な
ど
と
話
さ
れ
「
地

域
の
中
で
の
協
働
作
業
が
生

き
る
力
を
育
む
」
と
結
ば
れ

ま
し
た
。�

　
続
い
て
、
事
例
発
表
で
「
私

の
学
校
経
営
」
と
題
し
て
都

万
小
学
校
山
本
和
博
校
長
と
「
地

域
の
力
を
高
め
た
い
」
と
題

し
て
五
箇
公
民
館
村
上
和
弘

館
長
が
行
い
ま
し
た
。�

　
子
ど
も
達
と
地
域
住
民
の

活
発
な
連
携
が
地
域
の
活
性

化
を
図
る
こ
と
に
な
る
と
事

例
報
告
が
あ
り
、
今
後
の
教

育
振
興
へ
の
取
り
組
み
方
に

つ
い
て
の
提
言
で
締
め
く
く

り
ま
し
た
。�

隠
岐
島
後
教
育
振
興
大
会
を
開
く
�

　
　
　
　
　
　
　
　
看
護
短
大
の
瀬
戸
学
長
の
基
調
講
演
を
�
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永遠の青い海のために�永遠の青い海のために�
西郷公共下水道事業の実施についてのお知らせ�

　最近、全国的に水環境の悪化が言われており、西郷湾も
水質が悪化する傾向にあります。そのような川や海の水環
境を守るために、全国的に下水道の整備が行われてきてお
ります。�
　隠岐の島町でも、水環境を守るため、人口が最も多い旧
西郷町市街地を中心とした八尾川流域の下水道整備を行う
こととなりました。�
　私たちの子孫に隠岐の島のきれいな海そして自然を残す
ため、ぜひとも必要な事業です。住民のみなさまのご理解
とご協力をよろしくお願い致します。�

公共下水道処理区域図�

担当部署�
隠岐の島町役場　下水道課�
TEL　08512-2-8576
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国
道
4
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5号線

至都万�

至下西� 至八田�

至五箇�

至中村�

至有木�

八
尾
川
�

隠
岐
酒
造
�

国
民
�

体
育
館
�

・隠岐の島町�
　社会福祉協議会�
　本所�
　（西郷支所）�
・中条デイサービス�
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�

中
村
川
�

至布施�
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国
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�
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布
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�

小
・
中
学
校
�

国
道
国
道
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8
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8
5
線
�

国
道
4
8
5
線
�
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西
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�
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那
久
�

都
万
郵
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�
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郷
�
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五箇�

隠
岐
温
泉
�

　
　
G
O
K
A

五箇支所�五箇支所�
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秋
の
深
ま
り
を
感
じ
る
今
日
こ
の
頃
、
町
民
の
み
な
さ
ま

に
は
益
々
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
�

　
平
素
よ
り
社
会
福
祉
協
議
会
に
対
し
ま
し
て
は
格
別
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
�

　
さ
て
、
10
月
１
日
の
町
村
合
併
と
同
時
に
島
後
４
ヶ
町
村

の
社
会
福
祉
協
議
会
も
１
つ
と
な
り
新
し
く
「
社
会
福
祉
法

人
隠
岐
の
島
町
社
会
福
祉
協
議
会
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
�

　
こ
の
合
併
を
迎
え
る
に
当
た
り
平
成
15
年
４
月
に
４
ヶ
町

村
社
会
福
祉
協
議
会
の
合
併
協
議
会
が
立
ち
上
げ
ら
れ
13
回

に
及
ぶ
協
議
会
が
開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
�

　
住
民
福
祉
の
向
上
と
い
う
同
じ
目
的
を
持
ち
な
が
ら
も
実

施
し
て
き
た
福
祉
活
動
（
事
業
等
）
は
、
そ
の
一
つ
ひ
と
つ

が
地
域
の
特
性
と
深
く
結
び
つ
い
た
も
の
で
あ
り
、
実
に
多

様
で
あ
り
ま
し
た
。
�

　
協
議
を
重
ね
る
中
で
数
多
く
の
調
整
や
組
織
・
機
構
の
整

備
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
�

　
今
後
、
隠
岐
の
島
町
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
旧
町
村
の
特

性
を
尊
重
し
な
が
ら
も
町
全
体
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
べ
く

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
「
住
む
人
み
ん
な
が
支
え
あ
い
、
だ
れ

も
が
安
心
し
て
快
適
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
福
祉
の
町
づ

く
り
」
を
福
祉
活
動
の
目
標
と
し
ま
す
。
�

　
ま
た
、
社
会
福
祉
協
議
会
は
地
域
福
祉
を
推
進
す
る
中
核

的
団
体
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
公
共
的
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
事
か
ら
、
そ
の
公
益
性
や
非
営
利
性
等
を
踏
ま

え
て
の
適
正
な
る
運
営
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
�

　
さ
ら
に
新
町
と
の
連
携
を
深
め
つ
つ
、
多
様
化
す
る
福
祉

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
施
策
を
展
開
し
、
町
民
の
皆
様
の
信
頼

に
応
え
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
�

　
皆
様
に
は
、
こ
れ
か
ら
も
深
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
切
に

お
願
い
申
し
上
げ
、
隠
岐
の
島
町
社
会
福
祉
協
議
会
設
立
に

当
た
っ
て
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
�

社会福祉法人�隠岐の島町社会福祉協議会�
TEL 08512（2）0685

E-mail saigo-fukushi@proof.ocn.ne.jp
FAX 08512（2）4517

No.1

「
隠
岐
の
島
町
社
会
福
祉
協
議
会
」
�

　
　
　
　
　
　
　
の
設
立
に
寄
せ
て
�

����　
 
 
 
　
会
長
　
　
井
上
　
雅
夫
�

�
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記�

苦情受付担当者�

苦情解決責任者�

第３者委員�

総務課　／　村上　勝　（むらかみ　まさる）�

　〒685-0027　隠岐郡隠岐の島町原田３９６番地�

　　　　　　　　　　　　　　　　　隠岐の島町社会福祉センター�

　　　　　　電　話　０８５１２－２－０６８５�
　　　　　　ＦＡＸ　０８５１２－２－４５１７�
　　　　　　　若しくは、各支所長、各事業管理者まで�

事務局長　／　小川　吉久（おがわ　よしひさ）�

�
�
大槻　寛長　（おおつき　かんちょう）�

　〒685-0011　隠岐郡隠岐の島町栄町３９４番地�

　　　　　　電　話　０８５１２－２－２７５６�
�
秋庭　ゆみ子　（あきば　ゆみこ）�

　〒685-0027　隠岐郡隠岐の島町原田１５２６番地�

　　　　　　電　話　０８５１２－２－２８８５�

17

※ 次の第３者委員に苦情をお申し出いただくこともできます ※�
�

本会事業に関する苦情申出窓口� １２６名�
７１名�

４６名　　�
２５名　　�
５５名�

総職員数�
常勤職員数�
　　正規職員�

　　嘱託職員�

非常勤職員数�

総務係� 在宅福祉係�

在宅福祉係� 在宅福祉係�

地域福祉係�

地域福祉係�

在宅福祉係（通所介護部）�

地域福祉係� 地域福祉係� 地域福祉係�
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�����　
地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業
�

�　
　
判
断
能
力
が
充
分
で
な
い
方
が
適
切
に
福

　
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
た
め
の
お
手
伝
い

　
を
行
い
ま
す
。
�

　
　
　
　
　
　
専
門
員
　
　
齋
藤
　
裕
子
�

　
　
　
　
　
　
専
門
電
話
　
二
｜
六
三
七
七
�

��　
小
地
域
福
祉
活
動
推
進
事
業
�

　
　
１
　
小
地
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
推

　
　
　
　
進
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
�

　
　
２
　
小
地
域
福
祉
活
動
計
画
の
作
成
支
援

　
　
　
　
を
行
い
ま
す
。
�

　
　
３
　
地
域
福
祉
活
動
計
画
作
成
の
準
備
を

　
　
　
　
進
め
ま
す
。
�

　
　
４
　
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
の
育

　
　
　
　
成
、
助
成
を
行
い
ま
す
。
 
�

��　
福
祉
教
育
事
業
�

　
　
１
　
福
祉
教
育
推
進
会
議
を
開
催
し
ま
す
。
�

　
　
２
　
地
域
ふ
れ
あ
い
学
習
推
進
事
業（
中
村

　
　
　
　
地
区
、
小
・
中
学
校
）を
実
施
し
ま
す
。
�

　
　
３
　
小
中
学
校
、
保
育
所
福
祉
担
当
職
員

　
　
　
　
と
の
連
携
強
化
を
図
り
ま
す
。
�

　
　
４
　
福
祉
体
験
学
習
を
実
施
し
ま
す
。
�

　
　
５
　
各
種
交
流
会
を
実
施
し
ま
す
。
�

　
　
６
　
福
祉
体
験
学
習
用
具
の
貸
出
を
行
い

　
　
　
　
ま
す
。
�

�

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
�

　
 
１
 
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
等
事
業
を
実
施

　
　
　
　
し
ま
す
。
（
国
庫
補
助
事
業
）
�

　
 
２
 
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の

　
　
　
　
機
能
強
化
を
推
進
し
ま
す
。
�

　
　
３
　
登
録
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
グ
ル
ー
プ
を

　
　
　
　
育
成
し
ま
す
。
�

　
　
４
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
を
開
催
し

　
　
　
　
ま
す
。
�

　
　
５
　
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
を
育
成
し

　
　
　
　
ま
す
。
�

　
　
�

　
共
同
募
金
配
分
金
事
業
�

　
　
１
　
赤
い
羽
根
共
同
募
金
配
分
金
事
業
�

　
　
　
　
・
福
祉
関
係
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
�

　
　
　
　
・
福
祉
関
係
団
体
へ
の
助
成
を
行
い

　
　
　
　
　
ま
す
。
�

　
　
　
　
・
住
民
福
祉
活
動
へ
の
助
成
を
行
い

　
　
　
　
　
ま
す
。
�

　
　
２
　
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
配
分
金
事
業

　
　
　
　
を
実
施
し
ま
す
。
�

�����　
社
協
基
盤
強
化
�

　
　
介
護
保
険
制
度
、
社
会
福
祉
基
礎
構
造
改

　
革
や
町
村
合
併
な
ど
、
社
協
を
取
り
巻
く
環
境

　
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
財
源
基
盤
の
確
保

　
を
図
る
と
共
に
職
員
研
修
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
�

�　
（
１
）
事
務
の
改
善
を
進
め
ま
す
。
�

　
　
　
　
（
各
種
事
務
処
理
の
Ｏ
Ａ
化
の
推
進
）
�

　
（
２
）
職
員
研
修
及
び
処
遇
改
善
に
努
め
ま

　
　
　
　
す
。
�

　
（
３
）
財
源
確
保
に
努
め
ま
す
。
�

会
費
納
入
状
況
に
つ
い
て�

　
旧
４
ヶ
町
村
社
協
へ
の
会
費
納
入
状
況�

に
つ
い
て
は
広
報
誌
等
に
て
お
知
ら
せ
し�

て
お
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
納
付
頂
い
た�

会
費
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

　
　
　
　
　
　
　
　
（
順
不
同
・
敬
称
略
）�

西
郷
町
社
協
（
9
月
30
日
現
在
）�

■
特
別
会
費�

　
（
株
）
森
確
設
備
／（
有
）
泉
商
会�

　
　
中
条
診
療
所
／
高
梨
歯
科
医
院�

　
　
ラ
ス
ベ
ガ
ス
隠
岐
店
／
隠
岐
酒
造
（
株
）�

　
　
西
郷
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
・
ピ
ア�

　
　
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
か
じ
た
に�

　
　
井
元
　
信
子�

�

■
協
力
会
費�

　
　
井
上
　
和
幸
　
　
　
佐
々
木
　
と
し
子�

　
　
齋
藤
　
捷
文�

�

　
　�

�

　
　
見
舞
返
し
や
香
典
返
し
と
し
て
次
の
方

　
々
よ
り
多
額
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

　
た
。
紙
上
に
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
浄
財
は
本
町
の
福
祉

　
向
上
の
た
め
に
、
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い

　
た
だ
き
ま
す
。�

　
平
成
16
年
9
月
4
日
〜
平
成
16
年
9
月
30
日�

　
　
受
付
順
・
敬
称
略�

�

■
見
舞
御
礼�

・
西
郷
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ�

　
金
一
封
　
栄
町
　
　
池
田
　
章
　
　
様�

・
五
箇
村
社
会
福
祉
協
議
会
へ�

　
金
一
封
　
栄
町
　
　
池
田
　
章
　
　
様�

�

■
香
典
御
礼�

・
西
郷
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ�

　
金
一
封
　
栄
町
　
　
堤
　
　
俊
夫
　
様�

　
金
一
封
　
西
町
　
　
原
　
　
康
男
　
様�

　
金
一
封
　
港
町
　
　
宇
田
　
昭
仁
　
様�

　
金
一
封
　
栄
町
　
　
井
本
　
浩
　
　
様�

　
金
一
封
　
栄
町
　
　
森
　
　
浩
一
　
様�

・
中
村
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
へ
　�

　
金
一
封
　
中
村
　
　
中
西
　
千
代
子
様�

・
都
万
村
社
会
福
祉
協
議
会
へ�

　
金
一
封
　
砂
子
谷
　
宇
野
　
好
人
　
様�

　
金
一
封
　
釜
屋
　
　
山
本
　
雅
則
　
様�

　
金
一
封
　
歌
木
　
　
金
崎
　
コ
ナ
ミ
様�

�

■
紙
上
掲
載
を
依
頼
さ
れ
た
善
意�

・
と
も
い
き
の
郷
へ�

　
金
一
封
　
西
町
　
　
原
　
　
康
夫
　
様�

19

※
お
断
り
�

　
次
回
の
広
報
紙
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
�

　
受
付
分
の
ご
寄
付
の
み
を
掲
載
さ
せ
て
�

　
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
�

　
い
申
上
げ
ま
す
。
�

（　）�（　）�（　）�（　）�（　）�（　）�（　）�（　）�（　）�（　）�

（　）�（　）�（　）�（　）�（　）�（　）�（　）�

平
成
十
六
年
度
�

　
隠
岐
の
島
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
主
な
事
業
内
容
�

18

　
�

���� 
訪
問
介
護
事
業
�

　
　
利
用
者
の
立
場
に
立
っ
た
サ
ー
ビ
ス
提
供

　
を
推
進
し
、
関
係
機
関
・
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ

　
ア
等
と
連
携
を
図
り
、
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ

　
せ
な
が
ら
事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
�

　
１
　
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）

　
　
　
を
確
認
し
な
が
ら
対
象
者
へ
の
サ
ー
ビ

　
　
　
ス
を
実
施
し
ま
す
。
�

　
２
　
三
交
代
制
勤
務
及
び
登
録
ヘ
ル
パ
ー
を

　
　
　
積
極
的
活
用
し
ま
す
。
�

　
３
　
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
（
介
護
支
援
専
門

　
　
　
員
）
資
格
者
の
養
成
に
努
め
ま
す
。
�

�　
通
所
介
護
事
業
�

　
　
利
用
者
の
状
態
に
あ
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
提

　
供
に
努
め
、
特
に
増
加
傾
向
に
あ
る
痴
呆
の

　
あ
る
利
用
者
に
つ
い
て
は
、
家
族
と
連
携
を

　
密
に
し
、
日
々
の
状
態
を
把
握
し
、
個
々
に

　
対
応
で
き
る
よ
う
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り

　
ま
す
。
�

�　
１
　
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）

　
　
　
を
確
認
し
な
が
ら
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ

　
　
　
ス
を
実
施
し
ま
す
。
�

　
２
　
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
（
介
護
支
援
専
門
員
）

　
　
　
資
格
者
の
養
成
に
努
め
ま
す
。
�

　
３
　
職
員
の
資
格
取
得
を
推
奨
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
（
介
護
福
祉
士
等
）
�

　
４
　
職
場
内
研
修
を
充
実
さ
せ
ま
す
。
�

　
５
　
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
と
連
携
し
て
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。
�

�　
居
住
入
所
事
業
�

　
　
現
在
、
８
室
に
12
名
が
入
所
し
て
い
ま
す
。

　
利
用
者
の
身
体
の
状
態
を
把
握
し
、
家
族
や

　
関
係
機
関
と
連
絡
を
密
に
し
、
利
用
者
の
健

　
康
管
理
、
事
故
防
止
に
努
め
ま
す
。
�

�　
居
宅
介
護
支
援
事
業
�

　
　
利
用
者
の
状
況
を
的
確
に
把
握
し
、
プ
ラ

　
イ
バ
シ
ー
に
十
分
配
慮
し
、
関
係
機
関
等
と

　
の
連
絡
を
密
に
取
り
な
が
ら
サ
ー
ビ
ス
計
画

　
を
策
定
し
、
利
用
者
・
家
族
の
ニ
ー
ズ
に
か

　
な
う
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
い
ま
す
。
�

�　
１
　
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）

　
　
　
の
作
成
を
利
用
者
の
同
意
の
基
進
め
ま
す
。
�

　
２
　
同
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
実
施
状
況
と
課
題

　
　
　
の
把
握
、
評
価
を
進
め
ま
す
。
�

　
３
　
利
用
者
か
ら
の
相
談
を
受
け
付
け
、
苦

　
　
　
情
処
理
も
明
瞭
に
行
い
ま
す
。
�

　
４
　
要
介
護
認
定
申
請
に
伴
う
訪
問
調
査
を

　
　
　
迅
速
に
進
め
ま
す
。
�

　
５
　
介
護
保
険
報
酬
請
求
等
�

�　
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
�

　
（
武
良
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
）
�

　
　
要
援
護
高
齢
者
若
し
く
は
、
要
援
護
と
　

　
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
高
齢
者
、
又
は
そ
の
家

　
族
等
に
対
し
て
在
宅
介
護
等
に
関
す
る
総
合

　
的
な
相
談
に
応
じ
、
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
各

　
種
の
保
健
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る

　
よ
う
に
、
行
政
・
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
実

　
施
機
関
等
と
の
連
絡
調
整
を
　
図
り
ま
す
。
�

��　
釜
屋
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
　

　
事
業
�

　
　
介
護
保
険
認
定
外
の
高
齢
者
を
対
象
と
し
、

　
介
護
予
防
・
健
康
増
進
・
生
き
が
い
づ
く
り

　
を
目
的
と
す
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
事

　
業
を
実
施
し
ま
す
。
�

��　
給
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
�

　
　
高
齢
者
等
の
健
全
な
食
生
活
を
支
援
す
る

　
た
め
、
安
否
確
認
を
兼
ね
て
給
食
サ
ー
ビ
ス

　
を
行
い
ま
す
。
�

�　
福
祉
用
具
の
貸
出
事
業
�

　
　
車
椅
子
、
ベ
ッ
ド
等
の
福
祉
器
具
の
貸
出

　
　
を
行
い
ま
す
。
�

�　
住
宅
改
良
助
成
事
業
�

　
　
在
宅
に
お
け
る
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
身

　
体
的
機
能
低
下
や
障
害
を
補
い
、
又
は
介
護

　
者
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
の
住
宅
改
良
へ

　
の
助
成
を
行
い
ま
す
。
�

�　
福
祉
相
談
事
業
�

　
　
１
　
 
福
祉
１
１
０
番
相
談
事
業
�

　
　
２
　

心
配
ご
と
相
談
事
業
を
進
め
ま
す
。
�

��　
資
金
貸
付
事
業
�

　
　
１
　
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業
を
実
施
し

　
　
　
　
ま
す
。
（
県
社
協
委
託
事
業
）
�

　
　
２
　
高
額
療
養
費
資
金
貸
付
事
業
を
実
施

　
　
　
　
し
ま
す
。
�

（　）�

（　）�（　）�（　）�（　）�

（　）�（　）�（　）�（　）�

（　）�

（　）�（　）�

（　）�（　）�（　）�（　）�（　）�



隠岐の島町長�
初登庁・就任式�

夢街道ルネッサンス�
まちづくり事例発表会�
13：00～（隠岐の島町�
ふれあいセンター）�
西郷公民館文化祭�
10：00～17：00�
（隠岐島文化会館）�

西郷公民館文化祭�
9：00～16：00�
（隠岐島文化会館）�
秋の健康ウォ－キン�
グ9：00～�
町立五箇体育館�

エコツーリズム大学�
（山）9：00�
　役場本所集合�
農業祭（JA隠岐主催�
隠岐島文化会館）�
五箇商工まつり�
10：30～�
（五箇生涯学習センター）�

エコツーリズム大学�
歴史講座18：30～�
（隠岐の島町役場�
ふれあいセンター）�

まちづくりシンポジ�
ウム  18：00～�
（隠岐島文化会館）�
�

年金相談 13：00～�
（隠岐の島町�
　ふれあいセンター）�
人権相談所 13：00～�
（隠岐島文化会館）�

エコツーリズム大学�
（海）13：00�
　役場本所集合�

福祉なんでも相談室�
13：00～�
（社会福祉協議会）�

隠岐法律相談13：00�
～15：00（隠岐島�
文化会館・要予約）�

年末調整説明会�
10：00～�
（隠岐島文化会館）�

福祉なんでも相談室�
13：00～16：00�
（社会福祉協議会）�
人権相談所 13：00～�
�（中老人福祉�
　　　センター）�

納税表彰式10：00～�
（国合同庁舎）�

青少年健全育成�
地域フォーラム�
13：00～�
（隠岐島文化会館）�

五箇相撲大会�
   （水若酢命神社）�

エコツーリズム大学：：3回のシリーズに分けて実施され、各現地を�
　（環境学習）　　　　見て回ります。また3回目は歴史講座です。�

　　　　　　　　詳しいお問合先（役場建設課　08512－2ー8564）�

まちづくりシンポジウム：：詳しくは20ページをご覧ください。�

隠岐法律相談：：予約が0件の場合は開催いたしませんのでご了承ください。�

西郷公民館文化祭：：6日7日の両日開催されます。�

女性相談窓口　　　：：月～金（9：00～16：00祝祭日除く）　　　隠岐支庁健康福祉局　　　TEL　08512－2－9810�

島根いのちの電話　：：毎日　9：00～22：00　　　　社会福祉法人島根いのちの電話事務局　TEL　0852－32－5985�

警察の相談窓口電話：：被害者相談　TEL　0120－556－491�

　　　　　　　　　　　悪質商法　　TEL　0852－27－4649�

　　　　　　　　　　　性犯罪　　　TEL　0120－110－267�

　　　　　　　　　　　ストーカー　TEL　0852－24－9110�

隠岐法律相談窓口予約受付：：TEL　0852－21－8560�

�
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人
権
擁
護
委
員
は
�

こ
ん
な
仕
事
を
行
い
ま
す
。
�

�　
人
権
擁
護
委
員
の
主
な
仕
事
は
、
わ
た
く

し
た
ち
の
人
権
が
侵
さ
れ
な
い
よ
う
に
監
視

し
、
も
し
人
権
を
侵
さ
れ
た
人
が
い
た
場
合

に
は
、
相
談
相
手
に
な
っ
て
救
済
し
た
り
、

人
々
の
間
に
正
し
い
人
権
の
考
え
方
を
広
め

た
り
す
る
こ
と
で
す
。
�

　
な
お
、
隠
岐
の
島
町
の
人
権
擁
護
委
員
は

次
の
方
々
で
す
。
�

　
的
射
利
定
・
佐
藤
康
子
�

　
上
野
卯
之
松
・
井
上
雅
夫
�

　
野
津
千
春
（
旧
西
郷
町
）
�

　
船
田
順
子
・
大
西
茂
雄
（
旧
布
施
村
）
�

　
八
幡
正
子
・
八
幡
益
行
（
旧
五
箇
村
）
�

　
斉
藤
節
子
・
波
井
昭
久
（
旧
都
万
村
）
�

�自
動
車
も
リ
サ
イ
ク
ル
を
�

　
　
　
　
　
　
　
　
お
忘
れ
な
く
　
�

�　
来
年
一
月
か
ら
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
法
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
自
動
車
所
有
者
は
、
①

リ
サ
イ
ク
ル
料
金
の
支
払
い
、
②
廃
車
を
島

根
県
に
登
録
し
た
引
取
業
者
に
引
渡
す
こ
と
、

が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。
�

　
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
は
、
来
年
一
月
以
降
の

新
車
購
入
時
、
現
在
お
持
ち
の
車
は
次
回
の

車
検
時
ま
で
に
、
車
検
を
受
け
ず
に
廃
車
す

る
場
合
は
廃
車
時
に
お
支
払
い
い
た
だ
き
ま

す
。
�

�お
問
い
合
わ
せ
は
・
・
・
�

　
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
コ
ン
タ
ク

　
ト
セ
ン
タ
ー
�

　
　
　
　
℡
〇
三
ー
五
六
七
三
ー
七
三
九
六
�

「自然と共存するまちづくり」�
―地域活性化シンポジウム開催のお知らせ―�

　作家のC.W.ニコル氏を講師に招き、講演・パネルディス�

　カッションを通じて、今ここにしかない豊かな自然を見つ�

　めなおし、これからのまちづくりを考えます。�

　日時：平成１６年１１月２９日（月）午後６時３０分より�
　会場：隠岐島文化会館大ホール�
　内容：基調講演「人と自然との共生」�

　講師　C.W.ニコル氏�
　パネルディスカッション�

「自然環境を生かしたまちづくり」�
�

�

�

�

�

�

�

�

�

�
　C.W.ニコル氏：ウェールズ生まれの作家。日本の自然を愛�
　するあまり、日本国籍まで取得し、長野県に住む。1984年�
　に地元の放置林を買い取って「アファンの森」と名づけ、再�
　生活動を始める。2001年よりNPO法人アファンの森基金の、

　2002年よりC.W.ニコルアファンの森財団の代表。�

　学校教育法に基づく各種学校に平成17年4月に入�
　学する予定者で、各種条件を具備している方を�
　対象に奨学生を募集しています。�

　★申請受付期間　平成16年10月20日（水）�
　　　　　　　　　　～平成16年12月1（水）まで�

　★奨学生の決定�
　隠岐の島町奨学資金貸与選考委員会の選考を経�
　て行い書類及び面接により本人の定住について�
　の意思、家計学習成績等に関する審査を行います。�

　★申請手続：次の書類を隠岐の島町役場企画課�
　へ提出してください。�
　（１）隠岐の島町定住奨学資金貸与申請書�
　　　（企画課にあります）�
　（２）隠岐の島町定住奨学資金貸与申請調書�
　　　（企画課にあります）�
　（３）在学学校長の証明する成績証明書�

　★資格及び貸与額及び返還猶予・免除など詳し�
　くは下記へお問合せください。�
　隠岐の島町役場　企画課　まちづくり係�
　　電話　０８５１２－２－８５７１（直通）（内線２３３）�
�

「再就職活動に向けての職業講習会」（後期）を開催します�
●（財）ふるさと島根定住財団では、厚生労働省島根労働
局及び島根県の委託を受けて、県内居住者で、求職活動中
の方を対象とした講習会を開催します。参加費は無料で、
定員は各会場４０名です。�
　内容は、再就職活動の体験談や必要な知識・情報収集の
方法、面接訓練など、効果的・効率的な求職技術を習得す
る機会を提供するものです。�
●開催日時　１２月１３日（月）・１４日（火）�
●場所　ハローワーク隠岐の島（旧ハローワーク西郷）�
●受講申込締切日　１２月　９日（木）�
　※講習時間は午前１０時から午後４時まで。�
●問い合わせ先�
　松江市朝日町４９８－６　松江駅前第一生命ビル３階�
（財）ふるさと島根定住財団　就職支援課　前田�
　　　　　　　　　　　　　　　　　（℡0852-28-1322）�
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那久小学校６年生�
野津泰斗君�

五箇小学校４年生�
門脇祥吾君�


